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む
す
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幕
ま

く

間 ま
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舞
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待
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に
情
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を
渡
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令
和
六
年
三
月
二
十
四
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中
臣
正
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何
度
も
糸
を
貫 ぬ

き

き
乱
れ
て
舞
う
、
名
曲
「
鷺
娘
」
の
変
身
は
迫
り
来
る
情
念
で
あ
る
。 

御
園
座
で
披
露
さ
れ
た
師
範
の
舞
は
、
名
手
の
タ
テ
三
味
線
が
気
迫
を
合
せ
る
。 

鷺 さ
ぎ

の
化
身
は
雪
を
蹴
散
ら
し
、
新
橋

は
な
み
ち

を
駆
け
て
く
る
。 

花
道
の
席
に
初
め
て
座
っ
た
が
、
中
々
よ
い
も
の
だ
。 


